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 ■
 企
業
や
個
人
事
業
主
を
支
援
し
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  　
　
　
　
　
　
  ■
 産
業
課
商
工
観
光
係
　
内
線
４
１
３

↑
タ
カ
ラ
化
成
工
業
株
式
会
社
北
関
東
甘
楽

　
工
場（
白
倉
）が
新
設
さ
れ
、３
月
　
日
に
竣

２０

　
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
社
は
射
出
成

　
形
専
門
メ
ー
カ
ー
と
し
て
自
動
車
内
外
装

　
部
品
な
ど
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

虚
町
内
に
１
０
０
０
㎡

以
上（
中

小
企
業
な
ど
は
５
０
０
㎡

以
上
）

の
土
地
を
購
入
し
、
新
設
ま
た
は

増
設
す
る
企
業
で
あ
る
こ
と
。

許
土
地
を
購
入
し
た
日
の
翌
日
か

ら
３
年
以
内
に
設
置
し
た
施
設
な

ど
を
操
業
し
、
ま
た
は
業
務
を
開

始
す
る
こ
と
。

距
投
下
固
定
資
産（
土
地
を
除
く
）

の
額
が
２
０
０
０
万
円
以
上（
中

小
企
業
な
ど
は
１
０
０
０
万
円
以

上
）で
あ
る
こ
と
。

鋸
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
従

業
員
が
５
人
以
上（
中
小
企
業
な

ど
は
２
人
以
上
）で
あ
る
こ
と
。

虚
企
業
の
投
下
固
定
資
産
に
賦
課

さ
れ
る
固
定
資
産
税
に
相
当
す
る

額
を
初
年
度
か
ら
３
年
間
交
付
す

る（
当
該
年
度
の
固
定
資
産
税
納

付
完
了
後
に
交
付
）。

許
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担

金（
分
担
金
）
お
よ
び
農
業
集
落
排

水
事
業
分
担
金
に
相
当
す
る
額
の

２
分
の
１
の
額
を
交
付
す
る（
負

担
金
分
担
金
の
全
額
を
一
括
納
付

後
に
交
付
）。

距
新
設
ま
た
は
増
設
に
伴
う
新
規

雇
用
者
に
つ
い
て
、
町
内
へ
の
移
住

者
を
雇
用
し
た
場
合
、
従
業
員
１

人
１
回
に
限
り
　
万
円（
町
内
に

１０

住
所
を
有
し
て
い
る
者
を
雇
用
し

た
場
合
は
８
万
円
）
を
交
付
す
る
。

 対
象
要
件
  ※
い
ず
れ
に
も
該
当
 

 補
助
金
な
ど
の
内
容
 

　
町
で
は
、
新
規
に
進
出
ま
た
は
規
模
拡
大
な
ど
を
行
う
企
業
や
個
人
事
業
主
を

支
援
す
る
た
め
企
業
誘
致
促
進
事
業
補
助
金
を
新
設
し
ま
し
た
。

　（
仮
称
）甘
楽
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
や
甘
楽
第
一
産
業
団
地
の
整
備
に
伴
い
、
町

の
環
境
も
大
き
く
変
わ
る
こ
と
か
ら
、
一
定
規
模
以
上
の
土
地
を
購
入
し
設
備
投

資
を
行
っ
た
企
業
や
個
人
事
業
主
に
補
助
金
な
ど
を
交
付
し
て
支
援
し
、
産
業
振

興
と
雇
用
創
出
を
図
り
ま
す
。

　
対
象
要
件
お
よ
び
補
助
金
な
ど
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
詳
細
は
産
業
課

商
工
観
光
係（
緯
内
線
４
１
３
）に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

町外からの企町外からの企業業

進出を推進し進出を推進し、、

町内企業の増町内企業の増設設

も支援しまも支援しますす！！

企
業
誘
致
促
進
事
業
補
助
金

 対
象
要
件
 

　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
高
等
学
校

新
卒
者
お
よ
び
大
学
な
ど
の
新
卒
者

を
雇
用
し
た
町
内
の
事
業
主
に
対
し

て
補
助
し
ま
す
。

 補
助
金
額
 

高
等
学
校
新
卒
者
　

　
補
助
金
　
万
円（
１
人
当
た
り
）

１０

大
学
な
ど
の
新
卒
者
（
大
学
、短
期

　
大
学
、大
学
院
、専
門
・
専
修
学
校
）

　
補
助
金
　
万
円
（
１
人
当
た
り
）

２５

若
年
者
ふ
る
さ
と
就
職
支
援

事
業
補
助
金

造成中の甘楽第一産業団地

まままままままままま
ちちちちちちちちちち
にににににににににに
元元元元元元元元元元
気気気気気気気気気気
をををををををををを
創創創創創創創創創創

ま
ち
に
元
気
を
創
出出出出出出出出出出出
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４月１０日は
「交通死亡事故ゼロゼロ
を目指す日」です

　春の全国交通安全運動が実施され、町内各

地で町交通対策協議会、交通指導員、富岡警

察署の皆さんが交通安全を呼びかけました。

春の全国交通安全運動

４月６日～４月１５日

４月１１日、県警女性警察官より横断歩道の渡り

方を学びました（新屋幼稚園）

４月１３日、ドライバーに対しチラシや啓発品を

配布し、「交通死亡事故ゼロを目指す日」の周

知と安全運転を呼びかけました（福島交差点）

４月１１日、慣れない通学路での安全な登下校や

正しい自転車の乗り方などの指導を行い、通学時

の交通事故防止を呼びかけました（甘楽中学校）

環 境 保 健 協 会
か ら の お 知 ら せ

vol.１０９

　１３回目となる「町内一斉ごみゼロの

日」が５月２７日（日）に実施されます。

　地域に捨てられているごみ拾いに取

り組み、環境を守る意識を高め、一人ひ

とりの自主的、継続的な活動へとつな

げることを目的としています。

　

　各行政区で決めたさまざまな取り組みに、
大勢の皆さんの参加をお願いします。

■問合せ先  住民課環境係　内線２６９

みんなでつくる
きれいな甘楽町
～町内一斉ごみゼロの日は５月２７日～

４区

処分場

【昨年の取り組み】

２１区

毎月
第１日曜日
家庭の日

　
甘
楽
町
青
少
年
育
成
推
進
員
連
絡
協
議
会
が

平
成
　
年
度
に
募
集
し
た「
家
庭
の
日
」標
語
の

２９

最
優
秀
賞
作
品
で
す
。 （
学
年
は
　
年
度
・
敬
称
略
）

２９

青青青青青青青青青青少少少少少少少少少少青少推推推推推推推推推推推

は
な
れ
な
い
　
家
族
の
糸
は
　
い
つ
ま
で
も
　
　
（
小
幡
小
５
年
　
佐
藤
杏
音
）

そ
ば
に
い
る
　
家
族
の
存
在
　
忘
れ
な
い
　
　
　
（
甘
楽
中
１
年
　
武
田
夏
帆
）

町政の動き
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子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
に
お
い
で
よ
！

日土金木水火月曜日

休
　
館
　
日

保
育
士
常
駐

保
育
士
常
駐

保
育
士
常
駐

保
育
士
常
駐

自
由
開
放

保
育
士
常
駐

（
　
時
～
正
午
）

１０

午
前

自
由
開
放

自
由
開
放

（
正
午
～
４
時
）

午
後

支
え
あ
う
　
住
み
よ
い
社
会
　
地
域
か
ら

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
　
５
月
　
日（
土
）

　１２

第３水曜日第１水曜日日程

内　容日内　容日月

自由遊び・読み聞かせ

１６ペタペタ遊び２５月

２０しゃぼん玉を飛ばそう６６月

１８七夕飾り作り４７月

★　お休み　 ★１５ボールで遊ぼう１８月

自由遊び・読み聞かせ

１９新聞紙で遊ぼう５９月

１７ミニ運動会３１０月

２１楽器を作って遊ぼう７１１月

クリスマス会１９自由遊び・読み聞かせ５１２月

かるた遊び・読み聞かせ１６★　お休み　 ★２１月

おひなさま作り２０自由遊び・読み聞かせ６２月

自由遊び・読み聞かせ２０親子で遊ぼう６３月

午前１０時３０分～１１時３０分　時間

 ■
 ご
利
用
く
だ
さ
い
！
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
に
こ
に
こ
甘
楽
緯（
６
７
）７
６
５
５
  健
康
課
福
祉
係
  内
線
６
０
２

　「
に
こ
に
こ
甘
楽
」の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
、子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
親
子
の
交
流
の
場
と
し
て
、
パ
パ
・
マ
マ
・
お
子
さ
ん
の
お
友
だ
ち

　
づ
く
り
の
場
と
し
て
ご
利
用
で
き
ま
す
。

保
育
士
の
常
駐
し
て
い
る
時
間
帯
を
設
け
て
子
育
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

保
健
師
や
助
産
師
、
管
理
栄
養
士
が
幅
広
い
相
談
に
応
じ
ま
す
。

地
域
の
子
育
て
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

子
育
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
な
り
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
皆
さ
ん
の
子
育

て
を
応
援
す
る
子
育
て
サ
ロ
ン「
さ
く
ら
ん

ぼ
」も
今
年
度
よ
り
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
す
。
日
程
・
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

午
前
　
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

１０

週
間
予
定
表
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・日曜日以外の祝日は開館（終日自由開放）

・８月１３日（月）～１５日（水）は終日自由開放

・１２月２９日～翌年１月３日は休館

５月１２日～
５月１８日
活動強化
週　間

　
町
で
は
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
附
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
多
世

代
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
整
備
・
運

営
事
業
に
寄
附
さ
れ
た
熊
井
戸
工

業
株
式
会
社
（
熊
井
戸
浩
一
代
表

取
締
役
社
長
・
高
崎
市
・
写
真

右
）
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

「
甘
楽
み
ん
な
で
子
育
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
賛
同

　
開
館
時
間

さ
く
ら
ん
ぼ
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域
住
民
の
健
康
や
保
健
活
動
の
推
進
を
主

な
仕
事
と
す
る「
保
健
推
進
員
」が
、次
の

　
人
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

２９　
保
健
推
進
員
の
任
期
は
２
年
。妊
産
婦
の
相

談
や
乳
幼
児
の
育
児
相
談
、各
種
健
診（
検
診
）

の
受
診
の
勧
め
や
乳
幼
児
健
診
で
の
協
力
な

ど
、身
近
な
と
こ
ろ
で
経
験
を
い
か
し
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
■
問
合
せ
先

　
　
　
に
こ
に
こ
甘
楽
緯（
６
７
）７
６
５
５
　

　
　
　
健
康
課
保
健
係
  内
線
６
３
１
・
６
３
２

地

　地域ぐるみの健康づくりを推進 ！新・保健推進員紹介

区１２３４５６７７９９　１０　１１　１２　１５　１６

氏
　
　
名

吉
田
絹
子

田
村
美
恵
子

茂
原
し
ず
江

工
藤
幸
代

松
井
京
子

中
野
由
美
子

吉
水
幸
枝

柳
澤
正
子

髙
橋
良
子

中
野
弥
生

新
井
眞
理
子

浅
香
厚
子

宇
佐
美
眞
理
子

近
藤
益
美

松
沢
光
子

   区
　
　１７

　
　１８

　
　１９

 　
  １

２０ 　
  ２

２０　
　２１

　
　２２

　
　２３

　
　２４

　
　２５

　
　２６

　
　２６

　
　２７

　
　２８

氏
　
　
名

出
牛
ル
イ
子

新
井
　
惠

落
合
　
薫

柳
澤
澄
子

相
川
八
千
代

神
宮
幸
子

増
田
鈴
代

髙
橋
静
子

堀
口
孝
子

森
平
礼
子

加
藤
貞
子

齊
藤
清
子

兼
見
サ
ト
江

松
井
久
子

　
 （
敬
称
略
）

遊遊 をを 新新 しし まま しし たた調調
　
甘
楽
ふ
る
さ
と
館
前
の
総
合
公

園
広
場
に
新
し
い
遊
具（
複
合
遊

具
２
基
）を
設
置
し
ま
し
た
。
ど

う
ぞ
お
子
さ
ん
連
れ
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、町
で
は
定
期
的
に
専
門

業
者
に
よ
る
公
園
遊
具
の
安
全
点

検
を
行
っ
て
い
ま
す
。
危
険
個
所

や
不
具
合
な
ど
お
気
付
き
の
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
建
設
課
都
市
計

画
係（
察
内
線
４
２
１
・
４
２
２
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

具具

町政の動き
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 新
指
定
町
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
　
其
の
二
　
 ■
 社
会
教
育
課
文
化
財
保
護
係
　
内
線
５
２
３

　
世
界
遺
産
の
富
岡
製
糸
場
は
明
治
５

年（
１
８
７
２
）　
月
４
日
に
操
業
を
開

１０

始
し
ま
し
た
。
こ
の
建
設
に
あ
た
り
、

小
幡
に
あ
る
長
厳
寺
裏
の
 連
石
山
 か
ら

れ
ん
せ
き
ざ
ん

製
糸
場
建
物
土
台
石
に
用
い
る
牛
伏
砂

岩
の
石
材
が
切
り
出
さ
れ
、
こ
れ
ら
は

「
御
用
石
」と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

土
台
石
採
掘
場
所

土
台
石
採
掘
場
所
跡跡

  富
岡
製
糸

富
岡
製
糸
場場

　
学
校
給
食
の

学
校
給
食
の
碑碑

日
本
で
最
初
の
学
校
給

日
本
で
最
初
の
学
校
給
食食

近
代
産
業
を
支
え

近
代
産
業
を
支
え
たた

　
連
石
山
の
東
向
き
の
山
肌
に
採
掘
場

所
は
あ
り
、
南
北
方
向
に
長
く
上
下
二

段
で
採
掘
さ
れ
ま
し
た
。

　
切
り
出
さ
れ
た
土
台
石
は
現
在
も
世

界
遺
産
の
富

岡
製
糸
場
を

立
派
に
支
え

て
お
り
、
採

掘
場
所
跡
は

非
常
に
貴
重

な
史
料
で
あ

り
、
重
要
な

遺
産
で
す
。

　
町
立
福
島
小
学
校
は
、
昭
和
７
年

（
１
９
３
２
）
　
月
に
日
本
で
最
初
に
学

１２

校
給
食
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
で
初
め
て
の
学
校
給
食
に
深
く

関
心
を
寄
せ
ら
れ
た
昭
和
天
皇
陛
下
は

昭
和
９
年（
１
９
３
４
）　
月
　
日
、
同

１１

１５

校
の
学
校
給
食
状
況
を
使
者
に
視
察
さ

せ
ま
し
た
。こ
れ
を
記
念
し
て
旧
福
島
町

民
と
学
校
が
、
紀
元
二
千
六
百
年
の
奉

祝
記
念
と
し
て
昭
和
　
年（
１
９
４
０
）

１５

　
月
に
碑
を
建
立
し
ま
し
た
。当
時
の
状

１１況
が
よ
く
理
解
で
き
、
歴
史
的
に
も
地

方
史
的
に
も
重
要
か
つ
貴
重
な
碑
で
す
。

　
全
高
１
． ９
ｍ
の
台
石
上
に
あ
り
、
碑

高
３
． ２
ｍ
、
幅
１
． ６
 ｍ
、
厚
さ
　
～
１３

　
尺
の
黒
御
影
石
で
す
。

１６

福島小学校敷地内南側に建立

された記念碑

◎◎
根
岸
ひ
と
み
さ
ん
、さ
ゆ
り
さ
ん

根
岸
ひ
と
み
さ
ん
、さ
ゆ
り
さ
ん
、、

あ
ゆ
み
さ
ん
（
小
川

　
あ
ゆ
み
さ
ん
（
小
川
））

◎
飯
塚

実
さ

◎
飯
塚
　
実
さ
んん
（
太
田
市
）

（
太
田
市
）

◎
関
口
和
美
さ
ん（
庭
谷

◎
関
口
和
美
さ
ん（
庭
谷
））

段
飾
り
雛
人
形
な
ど
を
寄
付

　
段
飾
り
雛
人
形
な
ど
を
寄
付
ささ

れ
ま
し
た

れ
ま
し
た
。。
　

◎◎
株
式
会
社
江
原
電
気
工

株
式
会
社
江
原
電
気
工
業業

　
（
江
原
敏
男
代
表
取
締
役

（
江
原
敏
男
代
表
取
締
役
・・

金
井

　
金
井
））

学
校
図
書
購
入
費
と
し
て

　
学
校
図
書
購
入
費
と
し
て
　
万万
１０１０

円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た

円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。。

善
意
に
深
く
感
謝
し

善
意
に
深
く
感
謝
し
、、広
く
広
く

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
すす

善
意
の
紹

善
意
の
紹
介介

旧甘楽二中に展示された雛人形

次
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 ■
 国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ
 ■
 住
民
課
住
民
係
　
内
線
２
６
４

町政の動き

   町
で
は
介
護
予
防
を
積
極
的
に
支
援

す
る「
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
」の
養
成

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
　
人
が

６５

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
し
、
お
た
っ

し
ゃ
会
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
介
護
予
防
事
業

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
年
２
回
、
知
識
や
技
術
の
向
上
を
目

的
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
実
施

し
、
３
月
　
日
、
に
こ
に
こ
甘
楽
で
富

１３

岡
消
防
署
甘
楽
分
署
員
を
講
師
に
招

き
、「
救
急
法
講
習
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
　
人
は
実
技
で
心
肺
蘇
生

３５

法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
実
践
し
ま
し
た
。
受
講
し
た

サ
ポ
ー
タ
ー
は
「
は
じ
め
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

使
っ
た
。
実
際
の
場
面
で
本
当
に
使
え

る
か
は
不
安
だ
が
、
良
い
経
験
が
で
き

た
」と
話
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
町
は
介
護
予
防
サ
ポ
ー

タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
と
協
力
し
な
が
ら「
高
齢
に
な
っ

て
も
暮
ら
し
続
け
る
町
づ
く
り
・
高
齢

者
を
支
え
る
人
づ
く
り
」を
進
め
ま
す
。

 ■
に
こ
に
こ
甘
楽
緯（
６
７
）７
６
５
５
  健
康
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
  内
線
６
２
１

 ■
 介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
が
救
急
法
を
学
び
ま
し
た

請求関係加入関係

　年金請求書

　未支給年金請求書

　年金受給権者死亡届（報

　告書）

　国民年金死亡一時金請求

　書

　国民年金被保険者関係届書（申

　出書）

　国民年金保険料免除・納付猶予

　申請書

　国民年金保険料学生納付特例

　申請書

　国民年金保険料クレジットカー

　ド納付（変更）申請書

　
国
民
年
金
の
各
種
手
続
き
で
は
、
基
礎
年
金
番
号
に
代
わ
り

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
て
も
ら
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
各

種
届
出
の
際
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
海
外
在
住
者
な
ど
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
お

持
ち
で
な
い
人
は
、
今
ま
で
ど
お
り
基
礎
年
金
番
号
に
よ
る
届

出
も
で
き
ま
す
。

マイナンバーの記載が必要な届出書

甘楽分署員の話を熱心に聞くサポーター

初めての心肺蘇生法に緊張しました

　
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
に
よ
る
届
出
が

始
ま
り
ま
し
た
！

　　
今
ま
で
第
１
号
被
保
険
者
か
ら
任
意

加
入
な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
口

座
振
替
納
付（
変
更
）申
出
書
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
同
一
口
座

か
ら
口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合
に
つ

い
て
は
提
出
が
省
略
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
る

人
が
振
替
方
法
の
み
変
更
す
る
場
合

は
、
指
定
預
金
口
座
欄
の
記
入
、
押
印

を
省
略
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

口
座
振
替
納
付（
変
更
）
申
出
書
の
口
座

名
義
人
欄
に「
振
替
方
法
の
変
更
の
み

希
望
」と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
高
崎
年
金
事
務
所
（
代
表
）

　
緯
０
２
７（
３
２
２
）４
２
９
９

　
国
民
年
金
の
口
座
振
替
手
続
き

国
民
年
金
の
口
座
振
替
手
続
き
がが

一
部
簡
素
化
さ
れ
ま
し
た

　
一
部
簡
素
化
さ
れ
ま
し
た
！！

町政の動き


